
　柏木山放牧場に隣接する仮置き場の測定結果をお知らせします。
　平成２８年１２月５日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結
果、以下のとおりとなりました。
　平成２５年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSvを超えないよ
うに管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。
※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。

●お問い合わせ　総務課　☎３７－２１１１（担当：東根）

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定結果

仮置き場の空間線量の推移
※雪が消えたこ
とにより、放射
線量が高くなっ
ています。

○地下水の測定結果
単位：Bq/kg

調査項目 測定値
放射性ヨウ素

（I-131） 不検出

放射性セシウム
（Cs-134） 不検出

放射性セシウム
（Cs-137） 不検出

測定開始時から不検出となってい
ます。

持ち込む場所の変更

　角田市毛萱字西ノ入地内に建設された仙南クリーンセンターでは、12月１日から仙南２市７町の
可燃ごみを実際に投入し、施設性能検査や機器の調整を行い、今年４月からの供用開始に備えるため
の試運転を開始しました。
　試運転が開始されたことに伴い、「多量に出たもやせるごみ」「もやせる粗大ごみ」「プラスチック
製の粗大ごみ」を直接持ち込む際の場所が次のとおり変更となりましたので、ご注意ください。

●所在地　角田市毛萱字西ノ入地内
●受付時間　月曜日～金曜日（祝日含む）、第３日曜日
　　　　　午前８時30分～午後４時30分
　　　　　※年末年始はお問い合わせください。
●料　金　50kgにつき610円
　　　　　※50kg未満は50kgとみなします。
●お問い合わせ　仙南地域広域行政事務組合
　　　　　　　　☎０２２４－５２－２８７０（業務課）

12月１日から持ち込みごみの搬入場所が変わりました
～ 仙南クリーンセンターの試運転が始まりました ～

平成２８年１１月まで
多量に出たもやせるごみ
もやせる粗大ごみ

角田衛生センター
大河原衛生センター

プラスチック製の粗大ごみ 仙南リサイクルセンター

平成２８年12月から
多量に出たもやせるごみ
もやせる粗大ごみ
プラスチック製の粗大ごみ

仙南クリーン
センター

仙南クリーンセンター案内図

設 備

至トンネル
搬入車入口

入場の流れ
退場の流れ

測定機器：日立アロカメディカル㈱　食品放射能測定システムＣＡＮ－ＯＳＰ－ＮＡＩ
　　　　　㈱千代田テクノル　ＲＡＤ　ＩＱＦＳ３００

七ヶ宿町における放射能測定結果について（10/31〜12/18 測定分）

《農作物》※食品衛生法に基づく食品中の暫定基制値は１００Bq/kg です。
※全て不検出

品　目 採　取　地
柿 島 木 野 滑 津

か ぼ ち ゃ 矢 立 平 関
か り ん 矢 立 平 関

キ ウ イ

矢 立 平 関
神 林 山 関
原 道 下 滑 津
原 谷 地 際 滑 津

キ ャ ベ ツ 瀬 見 原 関
小 松 菜 柏 木 山 横 川
里 芋 瀬 見 原 関

《林産物》※食品衛生法に基づく食品中の暫定基制値は１００Bq/kg です。
品　目 採取地 放射性セシウム

ク リ タ ケ 栽 培 矢 立 関 不 検 出
く る み 栽 培 神 林 山 関 不 検 出
ヒ ラ タ ケ 栽 培 瀬 見 原 関 不 検 出
ヒ ラ タ ケ 栽 培 茂 ヶ 沢 峠田 9.2

●お問い合わせ　農林建設課　☎３７－２１１３（担当：田中）

※出荷制限中の農林産物
・原木しいたけ（露地）
・こしあぶら（露地）

品　目 採　取　地
渋 柿 萩 崎 関
じゃがいも 矢 立 平 関
春 菊 横 川 横 川
セ ロ リ 神 林 山 関
大 根 柏 木 山 横 川
白 菜 矢 立 平 関
ポ ポ ー 柏 木 山 横 川

ヤ ー コ ン 瀬 見 原 関
萩 崎 関

レ タ ス 矢 立 平 関

※角田・大河原衛生センターでのごみの受入れは、１１月３０日で終了しました。なお、角田衛生センターでのし尿及び動物死体の受入れは、
１２月１日以降もこれまでどおり行っています。

※「プラスチック製の粗大ごみ」とは、衣装ケースやプランターなどの　　マーク以外のプラスチック製素材のもので、資源ごみ袋に入らない大
きさのごみをいいます。

※そのほかのごみの出し方に変更はありません。
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